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て
い
ま
す
。
先
人
が
そ
の
時
代
に
合
っ
た
知
恵
を
出
し
、
工
夫

を
し
て
支
援
活
動
を
し
て
き
た
よ
う
に
、
私
達
も
現
代
の
恵
ま

れ
て
整
っ
た
社
会
資
本
や
、
最
新
の
医
療
設
備
が
あ
る
地
域
社 

会
で
、
地
域
の
す
べ
て
の
住
民
と
共
に
年
齢
や
立
場
に
関 

係
な
く
、
支
え
合
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
さ
れ
て
い 

ま
す
。
民
生
児
童
委
員
自
身
の
生
活
環
境
や
健
康
状
態 

を
考
慮
し
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
克
服 

し
て
国
の
目
指
す
地
域
共
生
社
会
を
構
築
し
て
行
く 

事
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

も
う 

 

も
う
一
つ
歴
史
か
ら
学
び
た
い
事
は
、
戦
前
か
ら
昭 

和
後
期
の
日
本
食
の
大
切
さ
で
す
。
東
北
大
学
大
学 

院
研
究
調
査
（
二
〇
一
六
年
）
で
現
代
食
（
西
洋
食
） 

と
昭
和
後
期
の
日
本
食
を
食
べ
て
も
ら
い
比
較
検
討 

し
た
と
こ
ろ
、
発
酵
食
品
、
う
ま
味
、
だ
し
等
で
優 

位
な
健
康
効
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
日 

本
古
来
の
風
土
に
適
し
た
穀
物
で
の
食
生
活
を
意
識
し 

て
、
地
域
住
民
も
私
達
民
生
児
童
委
員
も
、
健
康
的
な 

日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                 

 

 

                            

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
                      

             
 

      

 

       

歴
史
に
学
ぶ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存
在 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

 

堤 
 

章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

民
生
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
ま
で
後
二
か
月
余
り
と
な

り
ま
し
た
。
民
生
委
員
制
度
は
大
正
六
年
、
岡
山
県
で 

創
設
さ
れ
た
「
済
世
顧
問
制
度
」
を
始
ま
り
と
し
、 

今
年
で
一
〇
八
年
の
長
き
に
わ
た
る
活
動
の
歴
史
が 

あ
り
ま
す
。
大
正
七
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結 

し
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
活
動
が
始
ま
り
、
関
東
大
震 

災
、
満
州
事
変
、
第
二
次
世
界
大
戦
等
の
戦
乱
で 

荒
廃
し
た
国
内
で
、
国
民
は
助
け
合
っ
て
き
た
の 

で
し
ょ
う
。
現
在
の
日
本
社
会
に
住
む
私
達
に
は 

想
像
で
き
な
い
情
勢
で
す
。 

第
二
次
世
界
大
戦
前
と
そ
れ
以
後
の
支
援
状
況 

は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
活
物
資
の
不
足
や 

医
療
機
関
の
不
整
備
な
状
況
で
、
当
時
の
民
生
委
員 

の
隣
人
愛
・
献
身
・
奉
仕
の
精
神
が
活
動
を
支
え
て 

い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
先
進
国
の
仲
間
入
り
を 

し
た
の
ち
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、
周
知
の
通
り
全
国
的
に 

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
ま
し
た
。

今
、
私
達
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
確
保
が
深
刻
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

民
生
児
童
委
員
は
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
そ

し
て
関
係
機
関
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
活
動
が
求
め
ら
れ

隠岐の島町民生委員・児童委員協議会だより Vol44 

 

地域の民生児童委員は 

地域の身近な相談相手・専門機関への 

つなぎ役です 

ほほえみ 
発  行  隠岐の島町民生児童委員協議会 

事務局  隠岐の島町役場 保健福祉課 地域福祉係内 

お住まいの地域の民生委員・児童委員が不明の場合は

役場保健福祉課までお問い合わせ下さい。 

電 話 （０８５１２） ２－８５６１ 
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都
万
地
区
部
会
の
活
動
紹
介 

 
 

   
 

隠
岐
の
島
町
民
生
児
童
委
員
の
都
万
地
区
部
会
は
、
民
生

委
員
十
名
、
及
び
主
任
児
童
委
員
一
名
の
計
十
一
名
で
構
成

さ
れ
、
そ
の
男
女
内
訳
は
男
性
六
名
、
女
性
五
名
と
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
組
織
で
す
。 

民
生
児
童
委
員
の
経
験
も
二
期
六
年
以
上
が
半
数
以
上
を

占
め
て
お
り
、
意
見
交
換
の
場
で
は
活
発
な
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。 

部
会
は
年
六
回
（
偶
数
月
）、
都
万
支
所
で
開
催
し
て
お

り
、
主
任
児
童
委
員
か
ら
の
学
校
や
児
童
・
生
徒
の
実
情
報

告
、
各
民
生
児
童
委
員
か
ら
の
担
当
地
域
に
お
け
る
課
題
や 

   
「
あ
り
が
と
う
」
に
支
え
ら
れ
て 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

布
施
区
域
担
当 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

前
釜 

安
孝 

 

 

三
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
機
会
に
、
反
省
点

が
圧
倒
的
に
多
い
中
で
数
少
な
い
良
か
っ
た
と
思
え
る
活

動
の
一
端
を
紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
で
あ
る
。
あ
る
老
婆
か

ら
自
宅
の
裏
の
ミ
カ
ン
取
り
を
頼
ま
れ
て
お
手
伝
い
し
た

事
が
あ
る
。
大
変
喜
ば
れ
、「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
と

缶
ビ
ー
ル
や
ら
ワ
ン
カ
ッ
プ
酒
を
お
礼
と
し
て
頂
い
た
。

そ
れ
は
明
ら
か
に
お
供
え
し
て
あ
っ
た
も
の
と
察
し
た 

が
、
嫌
い
で
も
な
い
の
で
仏
さ
ん
と
思
い
出
の
あ
る
海
に

清
め
を
し
て
か
ら
遠
慮
な
く
頂
い
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
事

で
あ
っ
た
が
清
々
し
い
思
い
が
残
っ
て
い
る
。 

次
は
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
初
の
頃

は
挨
拶
す
ら
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
回
覧
板
を
回
す

た
び
に
声
掛
け
を
し
、
玄
関
先
に
出
し
た
ゴ
ミ
を
一
緒
に

片
づ
け
た
り
、
た
ま
に
食
べ
物
の
差
し
入
れ
を
し
た
り
す

る
内
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
言
葉
が
返
っ
て
く
る
様

に
な
り
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
方
に
は
特
別
の
ケ
ア
会
議
が
あ
っ
て
関
係

職
員
の
方
々
が
定
期
的
に
話
し
合
い
地
道
な
ケ
ア
が
行
わ

れ
て
お
り
、
家
族
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

会
議
の
中
で
も
相
互
の
間
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
を
多
く
耳
に
し
た
。 

 

様
々
の
場
面
で
使
わ
れ
る
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

布
施
地
区
部
会
の
活
動
報
告 

葉
に
は
人
を
動
か
す
不
思
議
な
力
が
あ
る
。 

 

 

都
万
地
区
部
会
の
活
動
報
告 

そ
の
対
処
方
法
等
の
紹
介
、
及
び
そ
れ
に
対
す
る
そ
の
他

委
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
、
毎
回
、
委
員
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
よ
り
良
い
民
生
児
童
委
員
活

動
に
活
か
す
様
に
努
め
て
い
ま
す
。 

福
祉
関
係
者
が
集
ま
る
都
万
地
域
連
絡
会
に
は
毎
回
二

名
参
加
し
、
担
当
地
域
の
情
報
収
集
及
び
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
断
酒
会
に
も
毎
回
一
名
参
加
し
、
現
状
の
把
握

や
問
題
解
決
の
方
法
を
探
っ
て
い
ま
す
。 

都
万
地
区
部
会
の
大
き
な
活
動
と
し
て
は
小
中
学
校
の

訪
問
を
全
員
で
行
い
、
学
校
よ
り
児
童
・
生
徒
の
実
情
や

学
校
の
教
育
方
針
等
を
聴
き
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
の

活
動
に
活
か
す
様
に
努
め
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
の
大
き
な
活
動
と
し
て
、
施
設
訪
問
（
高
齢

者
施
設
）
を
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
年
末
に
行
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
施

設
へ
の
訪
問
が
出
来
ず
中
止
し
て
お
り
ま
す
。 

都
万
駐
在
所
の
駐
在
さ
ん
に
も
年
に
二
回
程
度
、
部
会

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
、
犯
罪
防
止
の
為
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
活
動
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
都
万
地
区

部
会
は
民
生
児
童
委
員
の
相
互
連
携
を
深
め
、
民
生
児
童

委
員
が
相
互
に
助
け
合
い
、
地
域
住
民
の
手
助
け
が
出
来

る
様
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

旧布施小学校に咲くアガパンサス 
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地域の民生委員・児童委員は 

地域において福祉サービスを必要としている人々からの相談を受けて、福祉

制度の案内や、必要があれば関係機関に連絡するなど、町民の皆様の生活を

サポートする相談・支援のボランティアです。 

担当地域において、高齢者や障がいのある方の安否確認や見守り、子ども達

への声かけなどを行っています。 

また、主任児童委員は、子どもや子育てに関する支援など、児童福祉に関す

ることを専門的に担当する児童委員です。 

都万地区部会～集合写真 

学校訪問の様子

部会風景

都万地区部会活動の様子 

出典：厚生労働省 

任期 ３年 
（３年に一度、１２月に 
 一斉改選） 
 
隠岐の島町定数  
●民生委員・児童委員 

６２名（６２地区） 
●主任児童委員 
    ５名 
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１０月は里親月間です 
                          

                          

                          

 

 

 

  

事
務
局
を
担
当
し
一
年
半
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
総
会
や
研
修
会
等

を
企
画
、
実
施
し
て
来
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
の
お
話
に
耳

を
傾
け
る
機
会
を
充
分
に
持
て
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た

こ
と
を
反
省
し
て
い
ま
す
。 

来
る
十
一
月
末
に
は
、
三
年
に
一
度
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
改
選
期
を
迎
え
ま
す
。
今
期
で
退

任
さ
れ
る
方
に
は
、
長
き
に
わ
た
る
地
域
福
祉
向
上

へ
の
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

新
し
く
選
任
さ
れ
る
委
員
の
皆
様
方
に
は
、
地
域
福

祉
充
実
の
た
め
と
も
に
活
動
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
方
で
、
先
日
地
方
紙
で
、
島
根
県
内
の
19
市
町

村
の
う
ち
、
12
市
町
で
定
数
を
下
回
っ
て
お
り
、
な

り
手
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
各
地
域
の
様
子
等
が
報

じ
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が 

少
し
で
も
活
動
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
事
務
局
と
し

て
も
情
報
発
信
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

佐
々
木
貴
美
枝 

眞
野
秀
雄 

堤 

文
子 

 

若
林
富
治 

岡
島
美
和
子 

大
上
峯
子 

 

半
田
恵
美
子 

山
下
光
磨 

 

●編集委員● 

 

 
 

  

事
務
局
よ
り 

 

こ
の
度
、
本
町
の
民
生
児
童
委
員
の
方
々
が
永
年
勤
続
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
祝
意
を
表
す
る
と
共
に
ご
報
告

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

 

《
永
年
勤
続
二
十
年
以
上
》 

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
功
労
者
表
彰
】 

 
 
 
 
 

○
須
藤 

富
江 

《
永
年
勤
続
十
年
以
上
》 

【
隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】 

 
 
 
 
 

○
秋
庭 

肇 
 
 
 
 
 
 

《
永
年
勤
続
九
年
以
上
》 

  

【
島
根
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
】 

 
 
 
 
 

○
佐
々
木 

貴
美
枝 

○
佐
々
木 

芳
友 

○
齋
藤 

徳
子 

 

〇
澤
尾 

幸
敏 

 
 

 
 

 
 

「隠岐びとチャンネル」ご存じですか 

永
年
勤
続
表
彰
受
賞 

 

隠岐びとチャンネルとは、町民・出郷者・観光客・関係人口の皆様との双方向の

コミュニケーションを支える共感のプラットフォームです。隠岐びとチャンネルで

は、第 2次隠岐の島町総合振興計画の基本理念である、「島を愛する」「力を

合わせる」「未来へつなぐ」の３つの基本理念にそった投稿記事を閲覧すること

ができます。 

 「民生委員・児童委員について知ってください！」というタイトルの 

 記事を掲載しています。 

 

また、隠岐の島町公式サイトでは、「民生委員・児童委員について」の記事内で 

民児協広報『ほほえみ』を掲載しています。 

ぜひご覧ください。 

  

〇
こ
ど
も
た
ち
に
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を 

〇
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
あ
な
た
に
も
出
来
る
こ
と
が 

あ
り
ま
す
。 

 

「
養
育
里
親
」
（
こ
ど
も
が
親
と
一
緒
に
生
活
出
来
る
よ 

う
に
な
る
ま
で
養
育
す
る
） 

 

「
養
子
縁
組
里
親
」（
養
子
縁
組
に
よ
り
養
親
と
な
る
） 

 
 

他
に
、
専
門
里
親
、
親
族
里
親
も
あ
り
ま
す
。 

  

〇
里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

必
要
な
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
、
里
親
希
望
者
又
は
同
居
人

が
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。 

 
 
 

■
中
央
児
童
相
談
所
隠
岐
相
談
室 

 

℡
二―

九
七
○
六 

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か 

 


